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地域福祉に関する市民アンケート調査 
 

ご協力のお願い 
市民の皆様には、日ごろから市政に対するご理解とご協力をいただき、感謝申し上げます。 
本市では、現行の「地域福祉計画」が令和８年度をもって終了することに伴い、令和９年度

を始期とする新しい計画を策定していくため、様々な視点から検討を行っています。 
また、国が平成28年に策定した、「成年後見の利用の促進に関する法律」に基づく「成年後

見制度の利用の促進に関する施策についての基本的な計画」および「再犯防止等の推進に関す
る法律」に基づく「地方再犯防止推進計画」も、本計画に包含して策定いたします。 

この調査は、無作為で抽出した18歳以上の1,000名の市民の方々にお願いしています。 
福祉に対する考え方やご意見をお聞かせいただき、本市の各種施策への取組を検討する上で

の貴重な資料とさせていただくことを目的に実施いたします。 
なお、ご記入いただいた内容は、すべて統計的に処理し、個々の内容を外部に公表すること

や、本調査以外の目的で使用することは決してございません。 
大変お忙しい中、誠に恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解いただき、アンケート

へのご協力をお願い申し上げます。 （所要時間は15分程度です。） 
令和７年12月 

北広島市長 上野 正三 
 

【ご記入、ご返送に際してのお願い】 
回答はあて名のご本人様が記入し、WEB（インターネット）か調査票（本紙）のどちらか

の方法でご回答ください。 
 

◆WEB（インターネット）による回答 
・下記URL または二次元バーコードからアクセスし、ログインをしてご回答ください。 

URL：https:●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 
※WEB アンケートは途中で一時保存頂くことも可能です。 

 
◆調査票（本紙）による回答 
・各設問の指定にしたがって、調査票の用紙に回答を直接ご記入ください。 
・（  ）内には、具体的な内容・数字等をご記入ください。 
・調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ12月25日までに返送してください。 
 

◆調査に関してご不明な点がある場合は、下記お問合せ先までご連絡ください。 
〔お問合せ先〕北広島市役所 電話 011-372-3311 ／ ＦＡＸ 011-398-4312 

Ｅﾒｰﾙ fukushi＠city.kitahiroshima.lg.jp 
保健福祉部福祉課（担当：山田・野口） 

 

二次元バ

ーコード 
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Ⅰ あなた（封筒のあて名の方）の状況について 
 
問1 あなたの性別は、どちらですか。（○は 1 つ） 
性別を記入したくない場合は問2 にお進みください 
1．男 2．女 
 
問2 あなたの年齢（令和7 年 4 月1 日現在）は、以下のどれですか。（○は1 つ） 
1．30歳未満 
4．50～60歳未満 
7．80 歳以上 

2．30～40歳未満 
5．60～70歳未満 
 

3．40～50歳未満 
6．70～80歳未満 
 

 
問3 あなたの職業は、以下のどれですか。（○は1 つ） 
1．自営業（農林水産業） 
4．公務員・教員 
7．パート 
10．その他（具体的に：  

2．自営業(商工・サービス業) 
5．会社員・団体職員 
8．学生 

3．自由業（弁護士・開業医等） 
6．家事専業 
9．無職 

） 
 
問4 あなたがお住まいの地区は、以下のどれですか。（○は1 つ） 
1．東部地区 
4．西の里地区  

2．西部地区 
5．北広島団地地区 

3．大曲地区 

 
地域の名称 区 域 
東部地区 美咲き野、東共栄、共栄町、朝日町、稲穂町東、稲穂町西、中央、美沢、東の里 

新富町東、新富町西、共栄、富ヶ岡、中の沢、北の里、南の里、F ビレッジ 
西部地区 輪厚、輪厚中央、輪厚元町、輪厚工業団地、希望ヶ丘、島松、三島、仁別 
大曲地区 大曲、大曲柏葉、大曲南ヶ丘、大曲工業団地、大曲末広、大曲中央、大曲緑ヶ丘、 

大曲光、大曲並木、大曲幸町 
西の里地区 西の里、西の里東、西の里北、西の里南、虹ヶ丘 
北広島団地 
地区 

北進町、輝美町、広葉町、栄町、松葉町、若葉町、山手町、緑陽町、白樺町、 
高台町、南町、泉町、里見町、青葉町 

 
問5 あなたのご自宅の住居形態は、以下のどれですか。（○は1 つ） 
1．一戸建住宅（借家も含む） 
4．公団住宅 

2．マンション・アパート 
5．その他（具体的に：  

3．市営・道営住宅 
） 

 
問6 あなたの家族構成は、以下のどれですか。（○は1 つ） 
1．単身 
4．夫婦と親 
7．その他（具体的に：  

2．夫婦のみ 
5．3世代（親、子、孫） 

3．夫婦と子ども 
6．子どもと親（父子、母子） 

） 
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問７ あなたの世帯の過去1年間の年間収入（税込み）は、以下のどれですか。（○は1つ） 
1．200万円未満 
4．600万円以上 

2．200万円以上400万円未満 
5．わからない 

3．400 万円以上600 万円未満 
 

 
 

Ⅱ あなたの生活について 
 
問８ 日頃の悩み、苦労、不安・不満には、どのようなことがありますか。（○はいくつでも） 
1．景気、雇用、収入など経済状態 

（生活に困っている） 
3．医療費、保険料などの負担のこと 
5．家族の健康問題 
7．高齢者介護の問題 
9．住んでいる住宅の設備、建て付け、老朽化のこと 
11．同居していない家族の介護・健康のこと 
13．職場・勤務に関する問題 
15．地域の防犯、安全のこと 
17．特にない 

2．家族の暮らし、将来のこと 
 
4．自分の健康問題（病気や障害がある） 
6．育児、子どもの教育問題 
8．障がい者介護の問題 
10．同居している家族との人間関係 
12．隣近所との人間関係 
14．恋愛関係の問題 
16．地震、水害、火事などの災害 
18．その他（具体的に：          ） 

 
問９ あなた自身、もしくはあなたと同居する方に、次のような方はいますか。（○はいくつで
も） 
1．ケアラー・ヤングケアラー※ 
3．刑期を終え社会復帰した 

2．ひきこもり・閉じこもり 
4．該当する人はいない（問11へ） 

≪※参考≫ 
ケアラー こころやからだに不調のある人の「介護」「看病」「療育」「世話」「気づかい」など、

ケアの必要な家族や近親者、友人、知人などを無償でケアする人のこと 

ヤングケアラー 家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、日常的に家
事や家族の世話、介護、感情面のサポートなどを行っている、18 歳未満の子どものこと 

 
≪問８で17 以外に該当した方、または問9 で1～3 に該当した方におうかがいします。≫ 
問10 困ったときに相談する（した）相手は、どなたですか。（○はいくつでも） 
1．家族 
4．近所の人 
7．市役所 
 
10．福祉および介護サービス 

事業所、相談支援事業所 
13．家族会・当事者会 
16．特にいない 

2．親類 
5．職場の人 
8．警察 
11．病院・薬局の方 
 

14．対話型AI※ 
17．相談したいができない 

3．友人・知人 
6．自治会・町内会役員、 

民生委員・児童委員 
9．社会福祉協議会 
12．SNSや交流サイト 
15．その他（       ）
18．相談したくない 



3 
 

≪※参考≫ 

対話型AI 人間のように自然な会話ができる人工知能技術。テキストや音声を通じて人間の言葉を理
解し、適切な応答を生成する。 

 
問11 あなたが必要とする福祉に係る情報は、どのように入手していますか。（○はいくつでも） 
1．新聞・雑誌 
3．インターネット、市のホームページで検索 
5．書籍 
7．専門家に直接相談 
9．サービスを提供する団体に直接相談 
11．特に入手しない、情報は必要ない 

2．テレビ、ラジオなど 
4．市の広報紙 
6．国、北海道などのパンフレット 
8．体験者に直接相談 
10.その他（具体的に：         ） 
 

 
問12 あなたは、ふだん近所の人と、どの程度の付き合いをしていますか。（○は1 つ） 
1．親しく付き合っている 
3．立ち話をする程度 
5．ほとんど付き合いはない 

2．気の合った人とは親しく付き合っている 
4．顔が合えばあいさつ程度 
 

 
 

Ⅲ あなたの地域活動について 
 
問13 あなたは、どのような地域活動に参加していますか。（○はいくつでも） 
1．自治会・町内会活動（問14へ） 
3．婦人会活動（問14へ） 
5．老人クラブ活動（問14へ） 
7．その他の活動（具体的に：  
8．いずれにも参加していない（問15へ） 

2．PTA活動（問14へ） 
4．子ども会活動（問14へ） 
6．趣味のサークル活動（問14へ） 

）（問14へ） 

 

≪問13 で、地域活動に参加している（1～7）と答えた方におうかがいします。≫ 
問14 主な地域活動への参加状況はどの程度ですか。（○は1 つ） 
1．よく参加している 
4．ほとんど参加していない 

2．ときどき参加している 
 

3．年に数回は参加している 
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問15 あなた自身が病気や事故で日常生活が不便になったり、不安になったとき、地域の住民に
手伝ってほしいと思うことには、どのようなことがありますか。（○はいくつでも） 
1．道ばたでの声かけ 
2．買い物や外出の手伝い 
3．訪問しての安否確認 
4．話し相手 
5．身の周りの簡単な世話（調理、電球の交換、重い物の移動など） 
6．ごみ出し 
7．除雪の手伝い 
8．自治会・町内会、民生委員・児童委員への取り次ぎ 
9．親類への連絡、取り次ぎ 
10．役所、福祉団体への相談支援 
11．その他（具体的に：                             ） 
12．特にない 
 
問16 あなた自身が、地域にお住まいの高齢者や障がい者、子育て中の家族、ひとり親や地域の
子ども達にしてあげられることには、どのようなことがありますか。（○はいくつでも） 
1．道ばたでの声かけ 
2．買い物や外出の手伝い 
3．お宅を訪問しての安否確認 
4．話し相手 
5．身の周りの簡単な世話（調理、電球の交換、重い物の移動など） 
6．ごみ出し 
7．除雪の手伝い 
8．自治会・町内会、民生委員・児童委員への取り次ぎ 
9．親類への連絡、取り次ぎ 
10．役所、福祉団体への相談支援 
11．非行への注意、監視 
12．地域の防犯パトロール 
13．道路や空地の清掃、美化 
14．危険箇所の調査、撤去 
15．空き地、空き家の監視 
16．その他（具体的に：                              ） 
17．特にない 
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問17 地域活動を活発にするには、どのようなことが効果があると思いますか。 
（○はいくつでも） 
1．自治会・町内会主催の活動への参加 
3．行政主催の行事への参加 
5．その他（具体的に：           

2．地域を会場とした地域活動への参加 
4．住民自身による地域活動の運営 
                   ） 

 
問18 地域活動を進めるうえで必要なことは、どのようなことだと思いますか。 
（○はいくつでも） 
1．中心になって活動する人を育てる 
3．活動資金の確保 
5．人のつながり、ネットワーク 
7．その他（具体的に：          

2．地域住民の理解 
4．必要な情報の収集と提供 
6．行政からの支援 
                   ） 

 
 

Ⅳ あなたのボランティア活動について 
 

問19 ボランティア活動に参加していますか。（○は1 つ） 
1．現在活動に参加している(問20へ) 
2．以前活動に参加したことがあるが、現在はしていない(問20へ) 
3．活動に参加したことがない(問22へ) 
 
≪問19 で「1．現在活動に参加している」、または「2．以前参加したことがあるが、現在はして
いない」と答えた方におうかがいします。≫ 
問20 それはどのような活動ですか。（○はいくつでも） 
1．地域における子育てボランティア 
2．障がいのある方へのボランティア 
3．高齢者に対するボランティア 
4．保健・医療に関するボランティア 
5．青少年の健全育成に関するボランティア 
6．国際交流に関するボランティア 
7．自然や環境保護に関するボランティア 
8．まちづくりに関するボランティア 
9．地域で行う防災ボランティア 
10．地域で行う防犯ボランティア 
11．スポーツ・文化・レクリエーションに関するボランティア 
12．その他の活動（具体的に：                           ） 
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≪問19 で「1．現在活動に参加している」、または「2．以前参加したことがあるが、現在はして
いない」と答えた方におうかがいします。≫ 
問21 ボランティア活動を広げるためにはどのようなことが必要でしょうか。 
（○はいくつでも） 
1．学校教育の一環としてボランティア活動を活発に行う 
2．ボランティアに経済的負担がかからないように交通費などの実費を援助する 
3．ボランティアとボランティアを必要とする人を結ぶ仕組みを拡充する 
4．企業などがボランティア休暇を認めるなど特別な配慮をする 
5．ボランティア活動に関する相談や活動の拠点となる場所を提供する 
6．地域でのボランティア活動を充実する 
7．ボランティアについての普及啓発（積極的な呼びかけ）を行う 
8．ボランティア活動に関する研修会や講習会を開催する 
9．その他（具体的に：                              ） 
（⇒回答後は問24 へ） 
 
≪問19 で「3．活動に参加したことがない」と答えた方におうかがいします。≫ 
問22 今後、ボランティア活動に参加したいと思いますか。（○は1 つ） 
1．ぜひ参加したい 
3．あまり参加したいとは思わない 
5．わからない 

2．できれば参加したい 
4．まったく参加したいとは思わない 
 

 
≪問19 で「3．活動に参加したことがない」と答えた方におうかがいします。≫ 
問23 参加していない、できない理由としてはどのようなものがありますか。（○はいくつでも） 
1．仕事や家事が忙しく時間が取れない 
2．家族や職場の理解が得られない 
3．興味の持てる活動がない 
4．活動のための費用がない 
5．活動のための資格、技術がない 
6．健康に自信がない 
7．身近に活動グループや仲間がいない 
8．ボランティア活動はしたくない 
9．活動したい気持ちはあるがきっかけがつかめない 
10．小さな子どもや介護を必要とする家族がいる 
11．そのような活動は本来行政がやるべきものだと思うから 
12．参加したいがどこへ行ったらよいかわからない 
13．その他（具体的に：                              ） 
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問24 今後、参加してみたいボランティア活動としてはどのようなものがありますか。 
（○はいくつでも） 
1．地域における子育てボランティア 
3．高齢者に対するボランティア 
5．青少年の健全育成に関するボランティア 
7．自然や環境保護に関するボランティア 
9．地域で行う防災ボランティア 
11．スポーツ・文化・レクリエーションに関するボランティア 
13．特に参加したいものはない 

2．障がいのある方へのボランティア 
4．保健・医療に関するボランティア 
6．国際交流に関するボランティア 
8．まちづくりに関するボランティア 
10．地域で行う防犯ボランティア 
12．その他（具体的に：        ） 

 
 

Ⅴ あなたの地域福祉に対する考えについて 
地域福祉とは、それぞれの地域において人びとが安心して暮らせるよう、地域住民や社会福祉関
係者がお互いに協力して地域社会の福祉課題の解決に取り組む考え方となります。 
 
問25 福祉サービスの利用の分野で、関心のあることは、どれですか。（○はいくつでも） 
1．高齢者や障がいのある方のための相談体制の充実 
2．子育て中の方のための相談体制の充実 
3．福祉サービスに関するさまざまな情報の提供 
4．福祉に係わる事業者や市民、団体相互のネットワークの充実 
5．虐待などの権利侵害が起きないような社会環境づくり 
6．その他（具体的に：                              ） 
7．特にない 
 
問26 地域福祉活動の充実のために、必要と思うことは、どれですか。（○はいくつでも） 
1．営利を目的としないで公益活動、市民活動を行う団体の育成、確保 
2．民間の福祉サービス事業の育成、確保 
3．保健・福祉・医療の専門家や事業者の連携や福祉サービスの提供 
4．市民の健康を維持・増進させるための施策の充実 
5．地域の福祉資源を活かし、地域密着型の福祉を行う拠点の確保 
6．地域住民が有償で自発的に取り組む地域活動（コミュニティビジネス）の支援 
7．その他（具体的に：                              ） 
8．わからない 
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問27 地域福祉活動への市民参加を促進するために、必要と思うことは、どれですか。 
（○はいくつでも） 
1．ボランティア活動に参加する市民や団体の増加 
2．市民が福祉活動に参加しやすくなるような仕組みづくり 
3．ボランティアに参加したい人とボランティアを必要とする人を結ぶネットワークの確保 
4．小学校、中学校での福祉学習の推進 
5．社会福祉協議会と連携した福祉活動の推進 
6．自治会・町内会と連携した福祉活動の推進 
7．地域の自主的な福祉活動の拠点となる組織や場の確保 
8．「身近な課題は、自分達の問題」という地域住民の認識の共有 
9．その他（具体的に：                              ） 
10．わからない 
 
問28 地域福祉を推進するために、必要と思うことは、どれですか。（○はいくつでも） 
1．利用しやすい、利用できる福祉サービスの充実 
2．福祉サービスを担う福祉事業者や団体の活動の充実 
3．地域福祉活動への市民参加の促進 
4．社会福祉協議会の組織力や体制の強化、活動の充実、社会福祉協議会との連携 
5．民生委員・児童委員との連携 
6．市内の大学の研究活動、社会活動、学生活動との連携 
7．誰もがくらしやすいまちづくりのための公共施設のバリアフリー化 
8．バリアフリー化された住宅の確保 
9．その他（具体的に：                              ） 
10．わからない 
 
問29 お住まいの地域の地域活動やボランティア活動について、どう感じていますか。 
（○は1 つ） 
1．とても活動的である 
4．あまり活動的ではない 

2．比較的活動的である 
5．活動しているようには見えない 

3．ふつう 
6．わからない 

 
問30 お住まいの地域の地域活動やボランティア活動について、今後、どうすすめるのがいいと
思いますか。（○は1 つ） 
1．もっと、活動すべき 
4．やり方を再考すべき 

2．いままでどおり 
5．わからない 

3．活動を減らしたほうがいい 
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Ⅵ 災害時の助け合いについて 
 
問31 あなた自身は、災害発生時に、高齢者、障がい者、妊婦、乳幼児など隣近所に自力で避難
できない人がいたとき、どう対応しますか。現時点のお考えとしてお答えください。（○は1 つ） 
1．自発的に手助けする、手助けしてもいい 
2．自治会・町内会（自主防災組織）から要請があれば、手助けする 
3．行政から要請があれば、手助けする 
4．手助けできない、手助けしない 

＜手助けできない理由は↓＞ 
①家にも自力で避難できない人がいる 
②体力的にむずかしい 
③隣近所をよく知らない 
④その他（具体的に：                            ） 

5．わからない 
 
問32 避難のための支援を受けるためまたは支援を受けることになったときに、あなたの住所、
氏名などを事前にどこになら提供できますか。（○はいくつでも） 
1．市役所 
3．警察 
5．社会福祉協議会 
7．自主防災組織 
9．提供する考えはない 

2．消防 
4．民生委員・児童委員 
6．地区社会福祉委員会（福祉委員） 
8．自治会・町内会 
10．わからない 

 
問33 災害時の避難に際し不安に感じていることがありますか。（○はいくつでも） 
1．避難場所が分かりにくい 
2．避難場所の広さは十分か 
3．避難場所までの道路状況 
4．家族との連絡がつくか 
5．高齢者、障がい者、妊婦、乳幼児がいるので避難がスムーズに出来るか心配 
6．災害の情報が入手できるか 
7．知人の安否情報が入手できるか 
8．その他（具体的に：                              ） 
9．特にない 
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Ⅶ 再犯防止の取組みについて 
 
問34 あなたは、再犯防止に関する取組みが進められていることを知っていますか。 
（○は1 つ） 
1．知っている 
3．全く知らない 

2．聞いたことはあるが、詳しくは知らない 
4．その他（具体的に：        ） 

 
問35 あなたは、再犯防止に協力する民間協力者として次の方々がいることを知っていますか。 
（○はいくつでも） 
1．保護司※ 

3．協力雇用主 
5．更生保護施設 
7．篤志面接委員（とくしめんせついいん）※ 
9．少年指導委員 
11．いずれも知らない・わからない 

2．更生保護女性会※ 
4．BBS 会※ 
6．教誨師（きょうかいし）※ 
8．少年補導員 
10．少年警察協助員 
12．その他（具体的に：        ） 

 
≪※参考≫ 
保護司 保護観察や犯罪予防活動などを行う法務大臣から委嘱を受けた非常勤の国家公務員。 

更生保護女性会 
女性の立場から地域社会の犯罪・非行の未然防止のための啓発活動を行うとともに、青少
年の健全な育成を助け、犯罪をした人や非行のある少年の改善更生に協力することを目的
とするボランティア団体。 

ＢＢＳ会 非行少年等さまざまな立場の少年・少女に「兄」や「姉」のような立場で接し、立ち直り
や自立を支援するとともに非行防止活動を行う青年ボランティア団体。 

教誨師 矯正施設の被収容者の希望に応じて信教の自由を保障しつつ精神的安定を与え、受刑者や
少年院在院者等の改善更生と社会復帰に寄与する民間の篤志宗教家。 

篤志面接委員 矯正施設の被収容者に対して相談・助言、教養や趣味に関する指導等を行うボランティア。 

 
問36 あなたは、再犯防止のために、どのようなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
1．仕事と住居を確保して安定した生活基盤を築くこと 
2．高齢者や障害者の場合には，適切な福祉や医療につなぐこと 
3．地域ぐるみで犯罪や非行をした人の立ち直りを支援すること 
4．地域における防犯活動など犯罪の起こりにくい環境づくり 
5．刑務所、少年院、保護観察所等による指導や支援の充実 
6．民間協力者（保護司、更生保護施設、少年補導員等）の活動促進 
7．その他（                              ） 
8．わからない 
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Ⅷ ひきこもりについて 
 
問37 あなたはひきこもりという状態について、どのような印象、考えをお持ちですか。 
（○はいくつでも） 
1．誰にでも起こりうる 
3．他人事ではない 
5．病気や障がいである 
7．甘えている 
9．親の育て方が悪い 
11．無理にでも外に引っ張り出すべき 
13．よくわからない 

2．ストレスから身を守っている 
4．人に言いづらい 
6．つらい経験がある 
8．働かないことが問題 
10．怠けている 
12．その他（              ） 
14．特にない 

 
問38 ひきこもりへの関心と理解を深めるために効果があると思う広報媒体を教えてください。
（○は１つ） 
1．テレビ 
3．新聞、雑誌記事 
5．市のホームページ 
7．店内広告（コンビニ、書店、薬局など） 
9．屋外広告（街頭ビジョン、看板など） 
11．特にない 

2．インターネット広告（YouTube、X（旧Twitter
など）） 
4．広報紙 
6．ラジオ 
8．チラシ、リーフレット 
10．その他（              ） 

 
問39 ひきこもりへの理解を深めるために効果があると思う広報内容を教えてください。 
（○はいくつでも） 
1．ひきこもりの状態になる背景や要因 
2．当事者や家族の実際の生活や心境 
3．ひきこもりに関する基礎的な情報 
4．相談・支援機関の紹介 
5．ひきこもりの経験のある著名人からのメッセージ 
6．偏見や誤解を解消するメッセージ 
7．支援員や相談員の実際の対応や想い 
8．その他（               ） 
9．特にない 
 
問40 ひきこもりに関して知っている相談窓口はありますか。（〇はいくつでも） 
1．市役所の窓口 
3．民生委員・児童委員 
5．保健所 
7．民間団体 
9．当事者会 
11．北海道ひきこもり成年相談センター 
13．特にない 

2．医療機関 
4．社会福祉協議会 
6．きたひろしま暮らしサポーターぽると 
8．家族会 
10．精神保健福祉センター 
12．その他（           ） 
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問41 ひきこもり支援について期待することはどのようなことですか。（〇はいくつでも） 
1．当事者・家族の相談支援 
3．専門機関・家族会等の情報提供 
5．経済的支援 
7．オンライン支援 
9．その他（            ） 

2．当事者の居場所づくり 
4．当事者の就労支援 
6．ピアサポート支援※ 
8．訪問診療等の医療サービス 
10．わからない 

≪※参考≫ 
ピアサポート支援 ピア（仲間、peer）とサポート（支援）が合わさった用語で、当事者・経験者が自らの

体験等を踏まえて同じ立場の人を支援すること 
 
 

Ⅸ ケアラー・ヤングケアラーについて 
≪※ケアラー・ヤングケアラーについては問9 の「※参考」を参照。≫ 
 
問42 ケアラーという言葉を知っていますか。（○は１つ） 
1．言葉も内容もよく知っている 
2．言葉も内容も少し知っている 
3．言葉は聞いたことがあるが、内容はよく知らない 
4．初めて聞いた、言葉も内容も知らない 
 
≪問42 で、「1．言葉も内容もよく知っている」、または「2．言葉も内容も少し知っている」と
答えた方におうかがいします。≫ 
問43 あなたはケアラーという言葉をどこで知りましたか。（〇はいくつでも） 
1．新聞 
3．テレビ 
5．インターネット・SNS 
7．書籍・雑誌 

2．広報紙 
4．ラジオ 
6．研修・講演会等 
8．その他（            ） 

 
問44 ヤングケアラーという言葉を知っていますか。（○は１つ） 
1．言葉も内容もよく知っている 
2．言葉も内容も少し知っている 
3．言葉は聞いたことがあるが、内容はよく知らない 
4．初めて聞いた、言葉も内容も知らない 
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≪問44 で、「1．言葉も内容もよく知っている」、または「2．言葉も内容も少し知っている」と
答えた方におうかがいします。≫ 
問45 あなたはヤングケアラーという言葉をどこで知りましたか。（〇はいくつでも） 
1．新聞 
3．テレビ 
5．インターネット・SNS 
7．書籍・雑誌 

2．広報紙 
4．ラジオ 
6．研修・講演会等 
8．その他（            ） 

 
問46 家族のケアで困っている人がいたら、できることがあれば手助けしたいと思いますか。 
（○は1 つ） 
1．思う 
4．思わない 

2．やや思う 
5．わからない 

3．あまり思わない 
 

 
問47 ケアラー・ヤングケアラーに関して知っている相談窓口はありますか。（〇はいくつでも） 
1. 市役所の窓口 
3. 居宅介護支援事業所のケアマネジャー 
 
5．子育て支援機関 
7．医療従事者やサービス事業所の職員 
9．家族会 
11．北海道ヤングケアラー相談サポートセンター 
13．その他（             ） 

2．高齢者支援センター 
4．障がい者生活支援センターみらい 
 ・障がい者就労支援センターめーでる 
6．介護者サロン 
8．民生委員・児童委員 
10．当事者会 
12．民間団体 
14．特にない 

 
 
問48 ケアラーに求められる（必要と思われる）支援・環境はどのようなものだと思いますか。
（○はいくつでも） 
1．電話や自宅訪問等による相談体制の整備 
2．なんでも相談できる公的な窓口 
3．気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保 
4．介護をしている人同士が交流できる環境（介護サロン等） 
5．話を聞いてくれる人 
6．社会や周囲の理解（声掛けや励まし） 
7．家事の援助 
8．経済的な支援 
9．介護をしながら働ける職場環境 
10．住宅サービス（訪問介護、デイサービス等）の提供 
11．ケアが必要な人の一時預かりサービス（ショートステイ等）の提供 
12．長時間利用できる入所施設等の充実 
13．その他（                ） 
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Ⅹ 成年後見制度について 
≪※参考≫ 成年後見制度とは 

成年後見制度 

認知症、知的障がい、精神障がいなどによって物事を判断する能力が不十分な方を、
本人に代わって財産を管理したり、身の回りの世話のために介護などのサービスや
施設への入所に関する契約を結ぶなど本人の権利を守る制度のこと。家庭裁判所に
申立てをして、本人にとって最適な「成年後見人」等を選任する。 

 
問49 成年後見制度をご存じですか。（○は１つ） 
1．言葉も内容もよく知っている 
2．言葉も内容も少し知っている 
3．言葉は聞いたことがあるが、内容はよく知らない 
4．初めて聞いた、言葉も内容も知らない 
 
問50 もしあなたが認知症などにより判断する力が衰えたとき、成年後見人に財産管理や福祉
サービスなどの各種手続きおよび契約等を任せる（成年後見制度を利用する）ことについて、ど
う思いますか。（○は１つ） 
1．任せてもよい 
3．任せたくない(問53へ) 
5．その他（           ）(問53 へ) 

2．一部なら任せてもよい 
4．わからない(問52 へ) 
 

 
≪問50 で、「1．任せてもよい」、または「2．一部なら任せてもよい」と答えた方におうかがい
します。≫ 
問51 成年後見人には、家族、専門職、市民後見人などがなることができます。成年後見人は
誰に任せたいですか。（○は１つ） 
1．家族 
3．市民後見人※ 

2．専門職（社会福祉士、弁護士など） 
4．わからない 

≪※参考≫ 

市民後見人 家庭裁判所から選任され、判断能力の不十分な方の財産管理や生活および療養に関する
事務手続き等を行う親族以外の一般市民のこと 

 
≪問50 で、「4．わからない」と答えた方におうかがいします。≫ 
問52 その理由は何ですか。（〇は１つ） 
1．制度をよく知らないから 
2．制度の利用が必要にはならなそうだから 
3．申立ての手続きが難しそうだから  
4．後見人とはいえ、自分の財産など個人的なことに関わってほしくないから 
5．お金の扱いなど後見人とのやりとりが面倒そうだから 
6．後見人へ報酬を支払いたくないから 
7．その他（              ） 
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問53 成年後見制度について相談できる機関を知っていますか。（〇はいくつでも） 
1．市役所の窓口 
3．障がい者生活支援センターみらい 

・障がい者就労支援センターめーでる 
5．家庭裁判所 
7．その他（              ） 

2．高齢者支援センター 
4．北広島市成年後見センター（社会福祉協議会） 
 
6．専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士など） 
8．特にない 

 
問54 北広島市では、「北広島市成年後見センター」を開設しています。このセンターに期待す
ることは何ですか。（〇はいくつでも） 
1．相談窓口の充実 
3．広報紙での紹介 
5．市や社会福祉協議会のホームページでの紹介 
7．特にない 

2．セミナー（説明会）の開催 
4．パンフレットの作成 
6．その他（           ） 
 

 
問55 成年後見制度の利用の促進・充実のためにはどのようなことが必要だと思いますか。（〇
はいくつでも） 
1．市民や企業に対する広報・啓発 
3．本人の状態に合わせた支援の充実 
5．後見人の不正防止 
7．市民後見人の育成・体制整備 
9．その他（              ） 

2．相談体制の充実 
4．専門職の連携 
6．親族後見人の支援 
8．法人後見※の体制整備 
10．特にない 

≪※参考≫ 

法人後見 社会福祉法人や社団法人、NPO 法人などの法人が成年後見人等になり、判断能力が不十分
な人の財産管理や生活および療養に関する事務手続き等を行うこと 

 
 

Ⅺ 地域福祉へのご意見 
 
問56 地域福祉に関して、ご意見がありましたら、お聞かせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。 
この調査票は、同封の封筒に入れ、12 月25 日（木）までにご投函ください。 


